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は
じ
め
に

　

明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
の
奥
書
を
持
つ
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

『
鷹
聞
書
少
々
』（
請
求
記
号
七
八
七 

イ
七
）
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
京

都
諏
訪
氏
の
一
族
で
あ
る
諏
訪
貞
通
が
制
作
に
携
わ
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

京
都
諏
訪
氏
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
代
で
あ
る
円
忠
が
『
諏
訪
大
明
神
画

詞
』
の
制
作
者
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
他
、
同
一
族
が
代
々
室

町
幕
府
奉
行
人
を
世
襲
し
て
足
利
政
権
下
で
活
躍
し
た
具
体
的
な
事
跡
に
つ

い
て
、
村
石
正
行
氏
⑴
や
石
井
裕
一
朗
氏
⑵
な
ど
に
よ
る
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。

な
お
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
神
氏
系
図
』⑶
に
よ
る
と
、
そ
の
系
譜
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

円
忠 

公
人
奉
行
号
惣
奉
行　

評
定
衆　

引
付
衆　

常
社
執
行　

法
橋
法
眼　

道
号
貞
叟　

諏
方
大
進　

大
円
為
猶
子　

等
持
院
殿
征
夷
大
将
軍

之
始
仰
嵯
峨
開
山
夢
窓
正
覚
国
師
自
信
州
被
召
上
之
為
右
筆
方
衆
異
他
奉
公
之
次
第
別
記
在
之
諸
国
諸
庄
園
為
奉
公
之
賞
拝
領
之
地
数
十

ヶ
所
在
帯
数
通
之　

御
下
文
公
家
一
統
之
時
者
為
記
録
所

寄
人　

暦
応
二
将
軍
家
奉　

勅
建
天
竜
寺
始
末
為
奉
行　
禰
津
神
平
貞
直
鷹
道
一
流
文
書
并
諏
方
郡
大
塩
御
牧
等
相
伝
之　

延
文
比　

当
社
縁
起
絵

令
発
願　

今
上
皇
帝
後
光
厳
院
忝
下
外
題
之
宸
翰　

征
夷
大
将
軍
記
全
部
奥
書
親
王
臺
司

貴
種
卿
士
或
録
其
儀
趣
或
書
其
詞
章
家
督
相
伝
之　

将
軍
家
或
時
指
庭
下
信
濃

桜
有
御
発
句
円
忠
令
続
之
在
別
菟
玖
波
集
作
者　

新
千
載
新
後
拾
遺
集
等
作
者 
―
康
嗣
次
郎　

童
名
松
犬
丸　

鹿
苑
院
殿
御
字
被
下
之　

母
藤
原
氏
女　

左
近
将
監　

左
衛
門
少
尉　

信
濃

守
入
道
法
名
信
格　

道
号
物
元　

引
付
衆　

文
和
四
十
二　

二
十
四　

自
江
州
至

京
都
令
供
奉
軍
忠
神
妙
之
旨
将
軍
家　

寶
篋
院
殿　

御
感
状
在
之
新
恩
地
等
拝
領

―
満
嗣
左
衛
門　

三
郎　

母
康
嗣
女　

吉
良
殿
妻　

実
者

康
嗣
孫
為
猶
子　

家
督
相
続
之　

大
祝
頼
嗣
猶
子

護
与
諏
方
郡
大
塩
御
牧
内
福
沢
村

以
下　

法
名
祐
貞　

道
号
松
雲

―
行
信
童
名
松
菊
丸　

始
忠
嗣　

母
神
祇
伯
家
女　

次
郎　

左
衛
門
尉　

法
名
常
信　

道
号
心
元

―
光
信
新
恩
地
等
拝
領　

評
定
衆　

引

付
衆　

信
濃
守　

左
近
将
監　

次
郎　

童
名
松
名
丸　

母
山
徒
円
明
女　

改
号
忠
政
亦
忠
卿　

慈
照
院
殿
御
代
於
御
前
被
鷹
仕
下
給
御

剣　

鷹
事
雖
為
天
下
御
禁
制
於
当
家
如
先
　々

贄
鷹
可
繫
旨
蒙　

上
命
矣　

法
名
信
功　

道
号
徳
林

―
貞
通
貞
通
従
五
位
上　

従

五
位
下　

引
付
衆　

信
濃
守
左
近
将
監　

次
郎　

童
名
松
千
代
丸　

始
―

卿　

母
藤
原
氏　

政
所
執
事
代　

新
恩
地
等
拝
領

―
長
直
若
狭
守　

右
衛
門
尉　

弥
次
郎　

童
名
松
代
丸

母
同
貞
通　

大
和
入
道
宗
泉
猶
子　

政
所
寄
人

（
稿
者
編
集
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
鷹
聞
書
少
々
』
の
制

作
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
貞
通
は
円
忠
の
六
代
末
裔
に
当
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
六
世
紀
頃
に
成
立
し
た
『
蒙
求
臂
鷹
往
来
』⑷
「
臘
月
三

日
付
修
理
権
大
夫
某　

浄
上　

備
中
前
司
歟
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
貞
通

の
鷹
書
に
つ
い
て
の
紹
介
が
見
え
る
。

貞
通
伝
書
者
。
或
記
法
度
々
髄
脳
相
形
之
精
究
。
或
録
調
養
之
奇
術
。

医
療
之
捷
経
。
又
挙
古
来
多
説
之
昌
。
詳
諸
家
所
用
之
区
。
又
攅
義
理

幽
微
之
事
。
示
難
解
玄
妙
之
秘
。
其
外
至
條
々
之
本
説
。
諸
事
之
濫
觴
。

態
芸
之
委
曲
。
毎
物
之
真
贋
。
故
実
之
細
碎
等
盡
載
之
。
直
所
見
先
達

不
傳
之
極
意
也
。
是
則
貞
直
淵
底
。
神
家
握
玩
書
也
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、「
貞
通
伝
書
」
は
「
神
家
握
翫
書
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

神
氏
は
信
州
・
諏
訪
大
社
の
大
祝
家
の
本
姓
で
あ
り
、
諏
訪
を
信
奉
す
る
武

士
た
ち
は
大
祝
家
に
倣
っ
て
神
の
姓
を
称
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

『
蒙
求
臂
鷹
往
来
』「
前
備
中
守
某
謹
上
匠
作
尹
」
に
は

次
此
道
事
。
於
神
平
貞
直
流
者
。
諏
方
相
伝
為
勿
論
哉
。
至
家
流
者
。

以
何
人
為
其
家
。
以
如
何
書
可
弁
明
正
説
候
哉
。

　

と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
此
道
」（
鷹
道
）
に
は
「
神
平
貞
直
流
」

と
「
家
流
」
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
、「
神
平
貞
直
流
」
は
諏
訪
氏
が

相
伝
し
て
い
る
由
を
伝
え
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
「
家
流
」
は
未
詳
と
さ
れ

る
。「
神
平
貞
直
」
は
『
諏
訪
大
明
神
画
詞
』
で
「
東
国
無
双
の
鷹
飼
」
と

評
さ
れ
る
「
禰
津
神
平
貞
直
」
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
蒙
求
臂
鷹
往

来
』「
十
二
月
三
日
付
修
理
権
大
夫
某 

浄
上 

備
中
前
司
歟
」
に
も

次
当
道
事
。
如
賢
意
。
於
神
平
流
者
。
在
洛
諏
方
的
々
相
承
勿
論
也
。

而
神
家
爪
葛
末
葉
之
輩
。
号
貞
直
余
胤
。
披
失
錯
書
。
委
説
功
能
。
為

師
範
之
類
多
之
歟
。

　

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
当
道
」（
鷹
道
）
の
こ
と
と
し
て
、「
神
平

流
」
に
つ
い
て
は
京
都
の
諏
訪
氏
が
相
承
し
て
い
る
と
説
明
す
る
。
こ
の

「
神
平
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
禰
津
神
平
貞
直
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
一
方
で
、
神
家
の
末
葉
が
禰
津
貞
直
の
子
孫
を
称
し
、「
失
錯
書
」
を
披

露
し
て
師
範
と
な
る
も
の
が
多
い
と
い
う
。「
神
家
」
と
は
諏
訪
社
所
縁
の

氏
族
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
京
都
に
は
こ
の
一
族
の
分
家
が
相
当
数
、
居

し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
中
で
諏
訪
を
称
し
つ
つ
誤
っ
た
鷹
書
を
披
瀝
す
る

も
の
た
ち
が
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

京
都
諏
訪
氏
の
鷹
書

　

―

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
鷹
聞
書
少
々
』
全
文
翻
刻―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
本
松　

泰
子
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諏
訪
大
祝
家
の
一
族
と
し
て
京
都
に
拠
点
を
持
っ
た
京
都
諏
訪
氏
の
鷹
書
は

諏
訪
の
鷹
術
の
正
統
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
を
得
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
よ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
同
一
族
の
貞
通
の
鷹
書
は
神
家
す
な
わ
ち
諏
訪
流

の
正
統
な
流
れ
を
汲
む
テ
キ
ス
ト
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想

さ
れ
よ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諏
訪
貞
通
が
関
与
し
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

蔵
『
鷹
聞
書
少
々
』
の
全
文
を
翻
刻
紹
介
す
る
⑸
。
こ
の
よ
う
な
京
都
諏
訪

氏
が
関
わ
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
氏
が
鷹
書
の
制

作
を
通
じ
て
京
都
に
お
け
る
新
し
い
権
威
（
宗
家
の
諏
訪
大
祝
家
を
凌
ぐ
）

の
確
立
を
目
指
し
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
一
手
立
て
と
し
た
い
。
そ
れ
は

大
意
に
お
い
て
、
中
世
期
に
膨
大
に
制
作
さ
れ
た
鷹
書
類
の
果
た
し
た
役
割

を
解
明
す
る
一
端
と
な
る
こ
と
も
同
時
に
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
当
該
書
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

【
所
蔵
】
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
。
請
求
記
号
七
八
七　

イ
七
。【
外

題
】
無
し
。【
内
題
】
巻
首
題
「
鷹
聞
書
少
々
」（
一
丁
表
）。【
目
録
】
無
し
。

【
巻
数
】
一
巻
。【
丁
数
】
二
三
丁
。【
行
数
】
半
葉
一
一
行
無
罫
。
漢
字
平

仮
名
交
じ
り
文
。【
寸
法
】
縦
22
糎
×
横
18.5
糎
。【
奥
書
】「
明
應
五
年
丙
辰

壬
二
月
吉
日　

前
信
濃
守
神
貞
通
／
其
預
安
藝
守
鑑
員
／
法
名
鉄
叟
道
牛

（
花
押
）
／
同
藤
吉
良
／
統
綱
（
花
押
）」（
二
三
丁
表
）【
蔵
書
印
等
】
一
丁

表
に
「
天
理
圖
書
舘
蔵
」
の
蔵
書
印
。

【
注
】

⑴　

村
石
正
行
氏
「
室
町
幕
府
奉
行
人
諏
訪
氏
の
基
礎
的
考
察
」（「
長
野
県

立
歴
史
館 

研
究
紀
要
」
第
11
号
、
2005
年
3
月
）。

⑵　

石
井
裕
一
朗
氏
「
中
世
後
期
京
都
に
お
け
る
諏
訪
氏
と
諏
訪
信
仰―

『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
の
再
検
討―

』」（「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第

41
巻
第
2
号
、
2010
年
1
月
）。

⑶　
『
諏
訪
史 

第
2
巻 

前
編
』「
附
録
」（
信
濃
教
育
会
諏
訪
部
会
編
、
信

濃
教
育
会
諏
訪
部
会
刊
行
、
一
九
三
一
年
二
月
。）

⑷　
『
続
群
書
類
従
第
13
輯
下
』
所
収
。

⑸　

な
お
、
⑴
⑵
以
外
で
諏
訪
貞
通
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
先
学
の
研
究
は
、

た
と
え
ば
、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期
』（
風

間
書
房
、
1961
年
12
月
初
版
、
1974
年
6
月
改
訂
版
）
が
京
都
諏
訪
社
で
法

楽
和
歌
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
他
、
山
本
一
氏

が
「
鷹
歌
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
考
察
」（『
日
本
文
学
史
論―

島
津
忠
夫

先
生
古
稀
記
念
論
集―

』
世
界
思
想
社
、
1997
年
9
月
所
収
）、「
名
古
屋

市
蓬
左
文
庫
蔵
『
鷹
百
首
和
歌
』（
解
題
・
翻
刻
）」（『
王
朝
文
学
の
本

質
と
変
容 

韻
文
編
』
和
泉
書
院
、
2001
年
11
月
所
収
）
で
名
古
屋
市
蓬

左
文
庫
蔵
『
鷹
百
首
和
歌
（
た
か
や
ま
に
類
）』（
目
録
番
号
129
・
61
・

14
）
の
奥
書
に
諏
訪
貞
通
の
署
名
が
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。
ま
た
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
鷹
聞
書
少
々
』
の
異

本
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
鷹
聞
書　

諏
訪
家
傳　

完
』

（
函
号
一
六
三
–
一
〇
六
一
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、
当
該
書
は
奥
書
が

無
い
た
め
、
制
作
事
情
や
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
。
さ
ら
に
、
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
鷹
聞
書
少
々
』
以
外
に
、
管
見
に
お
い
て
確

認
で
き
た
諏
訪
貞
通
が
関
わ
っ
た
鷹
書
と
し
て
は
、
永
青
文
庫
蔵
『
和

傳
鷹
経 

上
下
』（
資
料
番
号
3
–
3
–
44
）
が
あ
る
。
上
掲
二
書
の
書

誌
は
以
下
の
通
り
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
鷹
聞
書　

諏
訪
家
傳　

完
』
書
誌

【
所
蔵
】
宮
内
庁
書
陵
部
。
函
号
一
六
三
–
一
〇
六
一
。【
外
題
】
表
紙
左
上

に
「
鷹
聞
書　

諏
方
家
傳　

完
」
と
記
す
貼
題
簽
。
縦
14
糎
×
横
3
糎
。

【
内
題
】
巻
首
題
「
鷹
聞
書
少
々
」（
一
丁
表
）。【
寸
法
】
縦
23.5
糎
×
横
17.5
糎
。

【
目
録
】
無
し
。【
巻
数
】
一
巻
。【
丁
数
】
三
九
丁
。【
行
数
】
半
葉
九
行
無

罫
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。【
奥
書
】
無
し
。【
蔵
書
印
等
】
一
丁
表
に

「
宮
内
省
圖
書
印
」
の
蔵
書
印
。
ま
た
巻
末
に
「
昭
和
3
年
12
月
伯
爵
松
平

直
亮
寄
贈
」
の
受
け
入
れ
印
。【
備
考
】
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

『
鷹
聞
書
少
々
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
増
補
記
事
有
り
。

○
永
青
文
庫
蔵
『
和
傳
鷹
経 

上
下
』
書
誌

【
所
蔵
】
永
青
文
庫
。
資
料
番
号
3
–
3
–
44
。【
外
題
】
表
紙
左
上
に
ウ
チ

ツ
ケ
書
き
で
「
和
傳
鷹
経 

上
下
」。【
内
題
】「
和
傳
鷹
経
上
」（
一
丁
表
）。

「
和
傳
鷹
経
下
」（
三
七
丁
表
）【
寸
法
】
縦
26.0
糎
×
横
18.5
糎
。【
装
幀
】
袋
綴

じ
。【
目
録
】
上
巻
の
目
録
は
一
丁
表
〜
三
丁
裏
に
記
載
。
下
巻
の
目
録
は

三
七
丁
表
〜
三
七
裏
に
記
載
。【
巻
数
】
一
巻
。【
丁
数
】
五
五
丁
。【
行
数
】
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半
葉
一
一
行
無
罫
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。【
奥
書
】
上
巻
の
奥
書
に

「
右
鷹
書
依 

上
意
所
令
書
写
進
上
之
如
斯
／
明
應
五
年
丙
辰
閏
二
月
日
／
前

信
濃
守
神
貞
通
奉
」（
三
五
丁
裏
）。
下
巻
の
奥
書
に
「
右
鷹
書
依 

上
意
所

令
書
写
進
上
之
如
斯
／
明
應
五
年
丙
辰
閏
二
月
日
／
前
信
濃
守
神
貞
通
奉
」

（
五
三
丁
裏
）「
宝
暦
十
一
年
辛
巳  

以
宇
土
之
書
寫
之
」。（
五
四
丁
表
）【
蔵

書
印
等
】
一
丁
表
、
五
三
丁
裏
、
五
四
丁
表
に
蔵
書
印
有
り
。

【
凡
例
】

一　

翻
刻
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
鷹
聞
書
少
々
』（
請
求
記
号

七
八
七 
イ
七
）
に
よ
っ
た
。

一　

翻
刻
番
号
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
翻
刻
第
1124
号
。

一　

翻
刻
に
関
し
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
文
に
忠
実
に
な
る
よ
う
に
つ
と

め
、
改
行
は
原
本
に
従
っ
た
。

一　

明
ら
か
な
誤
字
や
脱
字
な
ど
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、

傍
ら
に
（
マ
マ
）
を
つ
け
た
。

一　

改
丁
は
」
を
も
っ
て
示
し
、（
一
オ
）
の
よ
う
に
丁
数
な
ら
び
に
表
裏

を
示
し
た
。

一　

字
体
は
出
来
る
だ
け
底
本
の
表
記
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
心
が
け
た
が
、

異
体
字
な
ど
一
部
通
行
の
字
体
に
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一　

花
押
は
（
花
押
）
と
し
、
そ
の
形
態
は
示
さ
な
か
っ
た
。

一　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
（
主
に
傍
書
）
と
朱
引
き
に
つ
い
て
は
適
宜
記

載
し
、（
朱
）
と
示
し
た
。
た
だ
し
、
返
り
点
と
濁
点
表
記
に
つ
い
て

は
、
墨
書
・
朱
筆
の
区
別
を
し
て
い
な
い
。

一　

朱
筆
に
よ
る
合
点
、
○
な
ど
の
記
号
、
句
読
点
、
中
黒
は
省
略
し
た
。

【
本
文
】

　
　
　

鷹
聞
書
少
々

一　

箸
鷹
と
云
ハ
鷹
の
惣
名
な
り
大
鷹

に
か
き
る

へ
か
ら
す
小
鷹
な
と
を
も
箸
鷹
と
云
也
其
故
は
は
し

国
よ
り
渡
り
始
た
る
ニ

よ
り
て
箸
鷹
ト
云
説
あ
□

（
リ
カ
）又
或

説
に
四
月
八
日
ニ

鳥
屋
ニ

入
レ

七
月
十
四
日
に
し
や
う
り
や
う
の

の
箸
を
續タ

イ

松マ
ツ

に
し
て
鳥
屋
ヲ
出
ス
ニ

　

ヨ
リ
箸
鷹
ト
云
説
ア
リ

一　

鷹
請
取
渡
シ

の
事
渡
候
時
ハ
先
餌
ヲ

後ウ
シ
ロノ
右
脇

に
よ
せ
て
付
さ
て
鷹
を
い
つ
も
の
こ
と
く
手
に
す
へ
鞭
を

前
へ
よ
こ
さ
ま
に
置
右
の
ひ
さ
を
た
て
右
の
ひ
さ
を
つ

き
て
す
へ
へ
し
さ
て
請
取
人
の
前
へ
来
候
時
右
ノ

手

に
て
餌
袋
の
緒
を
と
き
餌
袋
を
我
か
前
ニ

置
緒
」
一
オ

を
取
て
鳥
頸
の
つ
ぼ
と
緒
に
引
ま
わ
し
て
さ
て
其
末

の
緒
を
さ
げ
餌
袋
の
口
に
取
そ
へ
血よ

い
つ
か
ハ
〳
〵
そ
に
当
ヲ
云

な
か
し
人
の
前
に

成
や
う
に
渡
候
手
の
こ
う
う
つ
む
け
て
餌
袋
の
口
を
取
渡

す
べ
し　

請
取
様
の
事
必　
レ

此
渡
を
是
も
右
の
手

に
て
餌
袋
の
口
を
是
も
手
の
こ
う
う
つ
む
け
候
様
に

取
て
軈
て
付
候
次
に
鷹
を
渡
け
る　

鷹
渡
様
の
事

大
緒
を
ほ
ど
き
候
て
大
緒
を
さ
き
を
右
の
人
さ
し
指
に

一
ま
き
巻
て
大
緒
の
さ
き
を
手
の
内
に
握ニ

キ
リか

く
し

て
右
の
ひ
ざ
の
も
と
の
た
ゝ
ミ
に
手
を
つ
き
て
左
の
ひ
さ
を

立
て
鷹
を
さ
し
出
シ

其
渡
候
時
請
取
ル
人
渡
ス
人
ノ
左
右
ノ

ひ
さ
の
も
と
に
さ
し
よ
り
て
條ヲ

ウ
ヲさ

き
の
方
指
に
巻
候
を
」
一
ウ

請
取
候
す
る
と
仕
候
時
そ
と
又
渡
す
人
ひ
き
を
引
て

礼
の
心
得
に
仕
候
を
其
時
ハ
猶
手
を
よ
せ
請
取
候
時

渡
候　

鷹
請
取
様
の
事
右
の
手
に
て（

朱
）條ヲ
ウ
ヲさ

き
を

取
必　
二

以
前　
ノ

一

人
（
朱
）

さ
し
指
に
一
巻
ま
き
て
左
の
手
に
て

條
を
す
ご
き
あ
げ
て
可
請
取
さ
て
其
儘
渡
人
の
上

座
の
こ
と
く
さ
き
へ
二
足
三
足
ほ
と
引
候
て
ひ
ざ
ま
づ

き
候
時
先
横
に
置
た
る
鞭
を
取
候
て
鷹
請
取
人
に

渡
候
渡
様
ハ
腰
に
さ
し
候
方
を
さ
き
に
な
し
て
た
ゝ
ミ

に
付
て
渡
候　

請
取
候
て

な
ら
は
た
な
先
の
方
へ

鞭
を
二
ほ
と
あ
て
其
後
身
よ
り
に
あ
て
其
次
に

尾
に
鞭
を
あ
て
ゝ
尾
に

な
ら
は
た
な
先
よ
り
」
二
オ

身
よ
り
さ
ま
に
あ
て
べ
し
弟
鷹
な
ら
は
身
よ
り
か
ら
た
な

さ
き
さ
ま
に
あ
て
べ
し
鞭
の
あ
て
様

に
同
た
な
さ

き
身
よ
り
の
か
ハ
り
違
也
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一　

鷹
を
人
の
御
め
に
か
け
候
時
も
弟
鷹
ハ
身
よ
り
か
ら
鞭

を
あ
て
ゝ
其
後
た
な
さ
き
ヲ
尾
さ
ま
に
あ
て
ゝ
尾
も

身
よ
り
か
ら
あ
て
候
兄
鷹
ハ（

朱
）手タ
ナ

先サ
キ

よ
り
身
よ
り
さ
ま
に
あ

て
候
尾
同
前
候
程
鷹
の
う
し
ろ
御
ら
ん
せ
ん
と
候
ハ
ゝ
鞭
を

尾
の
下
に
す
け
を
し
上
て
御
め
に
か
け
候
御
前
に
つ
な
く

ハ
後ウ

シ
ロを

御
め
に
か
く
る
ゝ
事
幣
也
不　
レ

可　
レ

□
□　
レ

云
也

一　

人
に
鷹
渡
候
時
條ヲ

ウ
ヲか

た
〴
〵
ば
か
り
人
の
前
に
な
ぎ
出
し
て

か
た
〳
〵
ハ
必　
二

以
前　
一
ノ

人
さ
し
指
に
一
巻
ま
き
て
渡
事
あ
り
」
二
ウ

其
時
ハ
な
げ
出
す
ハ
と
ら
す
し
て
指
に
巻
候
を
請
取
べ
く

な
げ
出
し
候
を
其
後
取
繫
候
て
す
ご
き
あ
げ
請
取
べ
く
候

先
な
げ
出
し
候
を
請
取
候
事
け（

マ
マ
）が

に
て
候
秘
事
也

一　

鷹
を
架
に
つ
な
ぎ
候
時（

朱
）條ヲ
ウ
ヲか

た
〳
〵
を
ば
く
さ
り

候
て
さ
げ
か
た
〳
〵
に
て
つ
な
き
候
時
す
へ
候
ハ
ゝ
先
つ

な
ぎ
候
を
と
き
て
さ
て
さ
げ
候
を
取
そ
へ
と
き
て
居ス

へ

べ
し

一　

み
ど
り
の
架
と
申
ハ
あ
が
け
山
帰
り
な
と
夜
つ
な
き
を
仕

候
て
夜
の
な
か
さ
に
成
候
て
の
事
也
空
も
み
ど
り
の
色
に

成
に
よ
そ
へ
て
申
す
也
秘
説
な
り
鷹
の
た
め
夜
繫ツ

ナ
グ

ハ
薬
な
り
巣
鷹
な
と
に
ハ
さ
の
ミ
こ
の
ま
ず
あ
か
け

山
帰
り
な
と
ハ
つ
ら
ひ
候
時
一
段
吉
也
」
三
オ

一　

餌
袋
に
お
き
へ
を
必
さ
す
べ
し
さ
ゝ
ぬ
ハ
残
外
い
む
事
也

鷹
に
そ
へ
人
に
遣
候
時
鈴
な
ど
ハ
な
く
て
く
る
し
か
ら
ず

お
き
餌
ハ
必
さ
す
べ
き
也

一　

鷹
に
鈴
さ
し
候
て
ハ
人
に
遣
ま
し
く
候
て
狩
場
な
ど
に
て
ハ

ふ
と
鷹
を
人
の
ぬ
す
ミ
な
と
候
ハ
ゝ
さ
し
な
が
ら
も
可
遣
候

一　

餌
袋
名
前
の
事
よ
め（

朱
）皮カ
ハ

の
あ
た
る
処
を
ば
血
な
が
し
と

申
長
き
を
の
付
候
結
め
を
は
菟
頭
と
申
請
緒
の
方

の
結
め
を
は
鳥
頭
と
申
血
な
が
し
ハ
よ
め
が
ハ
に
か
ぎ

る
べ
か
ら
ず
ひ
き
は
だ
に
て
も
仕
候
色
革
か
ら
革
な
と

に
て
ハ
仕
ま
し
く
ま
わ
り
の
装
束
の
革
も
黒
革

ふ
す
べ
革
可　
レ

然
候

一　

ゆ
が
け
の
事
ふ
す
べ
皮
本
に
て
手
の
こ
う
な
ど
に

紋
を
付
候
ハ
本
儀
に
あ
ら
ず（

朱
）同クゆ
が
け
の
緒
の
当
様
ノ

事

必　
レ

先サ
キ

ノ

二
巻
ま
き
て
手
く
び
に
い
つ
も
の
ゆ
が
け
と
め
候
様

に
三
に
引
そ
ろ
へ
て
上
よ
り
下
へ
ひ
ね
り
て
さ
し
か
い
候
其

さ
き
を
順
に
ゆ
が
け
の
う
ち
へ
を
し
入
べ
し

一　

主
人
に
鷹
渡
し
可
申
様
之
事
手
に
か
ら
巻
候
條

を
ほ
ど
き
巻
目
の
さ
き
を
前
へ
ひ
ね
り
ま
ハ
し

も
ろ
手
を
さ
し
あ
げ
て
渡
申
ゆ
が
け
な
ど
い
さ
し
候

ハ
ず
ハ（

朱
）先ツ

　

鷹ゆ
か
け
の
緒
ヲ
そ
き

を
我
か
右
に
す
へ
ゆ
が
け
を
口
に
て

く
い
ぬ
き
さ
て
左
に
す
へ
な
を
し
ゆ
が
け
を
右
に
て

あ
を
の
け
に
を
ゝ
い
の
方
を
主
人
に
ま
い
ら
せ
如　
レ

前
」
三
ウ

渡
候
申

一　

十
二
の
鷹
の
名
の
事　

弟タ
イ
ノ
タ
イ

鷹
䑓　

兄セ
ウ
ノ
セ
ウ

鷹
隼

た弟
鷹
ト
書い　

せ兄
鷹
書う　

鷂
ハ
イ
タ
カ

　

こ兄
鷂
ト
書

の
り　

つ萑
鷂
ト
書み　

ゑ零

鳥

ト

書

つ
さ
い　

鵤
サ
シ
ハ
た
い

せ
う

ふ
く
ろ
う　

耳
つ
ゝ
く　

以
上
十
二
也　

ふ
く
ろ
う
ハ
大
た
か
の

守
り
の
心
也
耳
つ
ゝ
く
ハ
小
鷹
の
ま
も
り
の
心
也
鷹

一　

連モ
ト

と
云
ハ
此
十
二
の
事
也

一　

鷹
の
ゆ
が
け
一
具
と
云
ハ
数
十
二
具
を
一
具
と
云
也

書
状
な
ど
に
も
十
二
具
を
一
具
と
可　
レ

仕
也
其
内
ハ

ゆ
が
け
一
ツ

二
ツ

十
ト

云
べ
シ

一　

鷹
を
一
も
と
ゝ
い
ふ
に
一
本
と
書
可
然
候
鷹
ハ
一
本
に

一
ツ

よ
り
外
を
ら
ぬ
物
也
其
故
に
本
の
字
能
也
十
二
も
と
」
四
オ

の
時
ハ
連
の
字
能
也
十
二
ノ
鷹
の
名
列
書
ニ

ア
リ

一　

ゆ
が
け
ハ
鷹
に
そ
へ
て
ハ
つ
か
ふ
ま
し
く
候
鷹
渡
候
時
ハ

請
取
人
さ
し
候
て
出
ら
れ
た
る
鷹
に
さ
し
候
て
我
か
ゆ
か
け

を
は
と
り
て
帰
る
物
に
て
も
請
取
候
時
ハ
ゆ
が
け
を
ふ
と
こ

ろ
に
入
て
出
口
候
て
聞
候
て
請
取
刻
ふ
と
こ
ろ
よ
り
取
り（

朱
）出シ

さ
す
物
候
に
て
候
上
る
趣
き
候
ぬ
う
ち
に
さ
し
候
て
出
候
事
ハ

な
き
事
に
て
候

一　

鷹
に
は
し
を
す
ら
せ
候
事
大
鷹
も

も
鷹
な
ぶ
り

の
ひ
や
く
ば
な
を
二
ノ
足
の
間
ニ

入
て
す
ら
せ
候
小
鷹
な

ど
に
ハ
も
と
の
方
を
二
ノ
足
間
ニ

入
て
す
ら
せ
た
り
能
候

一　

鷹
の
つ
ぐ
と
云
事
弟
鷹
ハ
鳥
七
ツ

ハ
五
ツ

取
候
を
」
四
ウ

つ
ぐ
と
申
候
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一　

小
鷹
の
つ
ゞ
と
申
ハ
う
づ
ら
廿
取
候
を
申
ね鷹

鳥
ノ
イ
マ
タ
ヲ
ロ
シ
□
ウ
チ
ヲ
云

り
ひ
は
り
ハ

朝
鷹
ニ

五
十
夕
鷹
に
五
十
以
上
百
取
候
を
つ
ぐ
と
申

一　

お
き
縄
と
ハ
弟
鷹
兄
鷹
に
か
ぎ
り
候
て
申
同
ク

寸
法

の
事
四
十
ひ
ろ
也
小
鷹
に
ハ
い
ハ
ぬ
詞
に
て
候

一　

へ
緒
と
云
事
小
鷹
に
か
ぎ
り
候
て
申
寸
法
の
事
廿
一
尋ヒ

ロ

に
て
候
大
鷹
に
ハ
い
ハ
ぬ
詞
に
て
候

一　

さ
ほ
姫
鷹
と
云
ハ
去
年
ノ
若
鷹
を
春
取
た
る
を
云
也

定（朱
）祇

發
句
ニ

　
　
　

佐
保
姫
の
鷹
や
あ
が
け
の
山
ハ
す
れ
ト
云

　

發
句
モ

此
心
也

一　

鷹
の
鳥
座
ニ

懸
置
候
時
ハ
山
の
緒
を
釘
ニ

懸
候
ハ
ゝ

の
鳥
を
は
下
座
へ
向
弟
鷹
ノ

鳥
を
ば
上
座
に
向
へ
し
」
五
オ

一　

は
ず
ハ
と
云
ハ
藤
か
づ
ら
の
土
に
は
ひ
た
る
を
申
そ
れ
に
て

鳥
を
か
け
候
が
本
に
て
候
男
鳥
ハ
丸
な
が
ら
懸
候
女
鳥
ハ

う
づ
ら
を
わ
り
候
て
懸
候

一　

ま
る
を
さ
し
飼
候
ヲ
ま
る
を
く
む
と
申
男
鳥
ハ
左
を
く
む
也

女
鳥
ハ
右
を
く
む
也

一　

み
ど
り
の
鞲

タ
カ
タ
ヌ
キと

云
ハ
色
々
う
つ
く
し
く
こ
し
ら
へ
た
る
を
云
候
也

一　

田
物
を
い
ね
に
て
か
け
候
事
水
鳥
な
ど
ハ
い
ね
の
数
一
方
ニ

二
ツ

バ
か
り
以
上
ほ
の
き
ハ
よ
り
ひ
ね
り
て
ほ
の
き
ハ
を
真マ

結ム
ス
ヒ

に
結
て
手
の
一
束
お
き
て
男
結
に
し
て
前
よ
り
後

ウ
シ
ロ
ニ

羽
が
い
の
下
を
引
ま
ハ
し
て
後
に
て
又
真
結
に
結
て
切
也

又
い
ね
の
ほ
の
方
を
後
に
押
当
て
両
の
羽
が
い
の
脇
に

い
ね
の
さ
き
の
成
様
に
か
け
候
時
ハ
先
の
ご
と
く
い
ね
」
五
ウ

を
ひ
ね
り
ほ
の
き
ハ
を
真
結
に
結
て
後
よ
り
羽
が
い
の
下

を
前
へ
ま
ハ
し
前
に
て
又
真
結
に
し
て
さ
て
其
末
を

二
寸
お
き
て
男
結
に
し
て
さ
き
を
五
分
ほ
と
お
き
て（

朱
）切ル

い
（
朱
）

ね
の
ほ
ど
ハ
ほ
そ
く
候
は
ゝ
か
た
〳
〵
に
三
ツ
づ
ゝ
も
能
候

鴈カ
ン

な
ど
ハ
そ
れ
に
し
た
が
ひ
六
斗
も
能
候
鴈（

朱
）真マ

鴨ガ
モ

か
け

様
ハ
同
前
た
る
に
て
候

一　

雉
を
鳥
柴
に
付
候
事
春
ハ
柳
桜
秋
ハ
楓
冬
ハ
松
ニ

付
候（
朱
）
楓
ヲ
用
事
畧
化
也
誤
ア
ヤ
マ
リ

ナ
ル　
　

鷹
經
ニ
ハ
ミ
て
楓
ハ
小
松
の
事
歟　

松
ハ

四
季
共
ニ

能
キ

よ
し
經

（
朱
）
ニ

見
え
候

又
柞ハ

ヽ
ソに
付
候
事
四
季
共
ニ

可
然
候
鳥
の
付
様
ハ
春
ハ
一
の
枝

　
ナ
ラ
ノ
木
ノ
事

に
女
鳥
を
付
候
二
ノ
枝
に
男
鳥
を
付
候
一
の
枝
と
ハ
本
よ
り

一
番
の
枝
を
申
候
毎
度
木
の
末
の
枝
を
一
の
枝
と
心
得
候
」
六
オ

わ
ろ
く
候
秋
冬
ハ
一
の
枝
に
男
鳥
を
懸
候
三
ツ

懸
候
に
て

可　
レ

為　
二

此
分
候
其
上
ハ
か
け
ま
し
く
候
也

一　

雉
か
け
様
の
事
土
に
は
い
た
る
藤
を
も
つ
て
鳥
を
前
よ
り

羽
が
い
の
下
を
後ウ

シ
ロに

ま
ハ
し（

朱
）真マ

結ム
ス
ヒに

し
て
手
の
一
束
お

き
て
男
結
に
し
て
五
分
ほ
ど
お
き
て
一
文
字
に
切
也
女
鳥

ハ
か
づ
ら
を
わ
り
て
懸
候
是
ハ
う
し
ろ
に
て
の
結
目
女
結
に
し
て

其
さ
き
の
結
目
を
ば
か
づ
ら
を
一
ニ

し
て
片
む
す
ひ
に
し
て

わ
り
た
る
方
よ
り
そ
き
切
に
五
分
ば
か
り
お
き
て
切
候

一　

菟
の
か
け
や
う
左
の
し
り
ゑ
だ
を
前
枝
の
上
に
な
し
か
づ
ら

に
て
二
ま
き
巻
て
又
右
の
し
り
肢
を
前
肢
の
上
に

な
し
二
ま
き
巻
て
さ
て
四
方
の
肢
の
あ
い
二
ツ

づ
ゝ
」
六
ウ

の
な
か
に
て
う
つ
ら
を
よ
こ
が
け
に
し
て
五
分
お
き
て
切
へ
し
く
ハ
せ

ハ
べ
に
じ
ゝ
を
飼
へ
し
か
い
か
た
面
に
な
す
へ
し
鷹

（
朱
）

經
ニ

ハ
か
け
や
る
又
さ
る
日
心
へ
し
縄
に
て
も
か
け
候

又
云
菟
ヲ
犬
な
と
く
い
せ
こ
な
と
う
ち
こ
ろ
し
た
る
をば

尻
肢

を
二
ツ

と
り
く
び
に
引
よ
せ
う
づ
ら
に
て
二
巻
ま
き
て
ま

む
す
び
に
し
て
一
束
お
き
て
男
結
に
し
て
五
分
お
き
て

切
べ
し
前
肢
ハ
二
ツ

共
に
外
に
成
様
に
か
く
る
也

一　

大
鳥
か
け
様
之
事
靏ツ
ル

鵠コ
ウ

の
事
也

　
　
　
　

懸
様
ハ
縄
に
て
両
方
の

足
を
引
そ
ろ
へ
一
結
む
す
ひ
て
ど
う
に
ま
ハ
し
真
結

に
し
て
羽
が
い
の
下
よ
り
前
に
ま
ハ
し
て
さ
て
真
結
ニ

し
て
手
の
一
束
置
て
又
男
結
に
し
て
五
分
置
て
」
七
オ

切
べ
し
足
を
ハ
腹
の
下
に
引
付
候
也

一　

鷹（朱）の
鳥
枝
に
す
へ
候
事
へ
ぎ
の
い
た
め
に
横ヨ

コ

様
に
鳥

一
ツな

れ
ば
あ
を
の
け
て
鳥
の
頭
を
く
ハ
せ
の
方
の
羽
が
い

に
入
て
鳥
の
頭
御
前
に
成
候
様
に
候
て
可　
レ

懸　
二

御
目　
一

又
二
ツ

の
時
ハ
女
鳥
男
鳥
共
に
く
わ
せ
の
方
を
上
に
成

様
に
あ
を
の
け
て
大
な
り
出
し
き
又
足
付
な
ど
に
す
へ
候
也

懸　
二

御
目　
一

様
一
ツ
ト

　

同
前
一
ツ

入
候
事
本
儀
に
て
候
二
ツ

入
候
ハ
ゝ

へ
ぎ
を
心
得
て
つ
く
ら
せ
へ
く
候
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一　

雁カ
ン

ハ
足
付
に
す
へ
て
雉
同
前
に
頭
の
方
御
前
ニ

成

候
様
に
懸　
二

御
目　
一

候

一　

鷹
の
鳥
枝
に
入
候
い
て
只
懸　
二

御
目　
一

候
時
ハ
山
の
緒
を
」
七
ウ

右
の
手
に
と
り
左
の
手
に
て
鳥
を
か
ゝ
へ
横
さ
ま
に
な
し
く
ハ
せ

の
方
を
御
目
に
か
け
へ
く
候
又
か
け
候
い
ぬ
鳥
ハ
く
び
を
右
に

と
り
左
に
尾
を
か
ゝ
へ
御
め
に
か
け
申
靏
雁
水
鳥（

朱
）同シ

一　

犬
飼
ハ
笠
を
き
べ
き
事
本
儀
也
山
神
祭
候
時
ハ
犬

か
い
祭
候
其
時
ハ
玉

キ
ヨ
ク

女ネ
ウ

の
方
に
向
ひ
笠
を
ぬ
き
鳥
の

　
　
　
尾
の
上
に
あ
り

上
尾
下
毛
を
一
ツ
づ
ゝ
ぬ
き
て
此
哥
を
と
な
ふ
也

　
　
　

笠
の
は
に
上
尾
下
毛
を
手
向
置
て
今
日
の
狩
場
の
神
祭

つ
ゝ

と
と
な
ふ
へ
し
又
別
に
も
色
々
是
あ
り

一　

鷹
（
朱
）

な
ぶ
り
と
云
ハ
い
つ
も
ひ
し
や
く
花
の
有
を
云
也
鞭
と
云
ハ

藤フ
チ

の
皮
を
む
か
す
し
て
ひ
し
や
く
花
を
も
せ
ず
し
て
う
らラ

の
方
を
そ
ぎ
切
に
仕
候
も
と
の
方
も
同
前
也
う
ら
と
本
と
」
八
オ

ち
か
へ
て
切
也
い
づ
れ
も
寸
法
ハ
別
に
し
る
し
置
て
鷹
な
ぶ
り

に
は
寸
法
な
し

一　

山
の
緒
と
云
ハ
雉
を
か
け
候
か
づ
ら
を
云
也
菟
の
山
の
緒
と

云
も
同
前
雉
菟
ば
か
り
山
の
緒
と
云
別
の
鳥
ハ
山
の
緒
と
ハ

い
わ
ず

一　

鷹
の
目
の
ふ
の
こ
き
ハ
目
を
く
う
と
い
ふ
也

一　

翌
日
と
云
字
鷹
ニ

付
る
子
細
有
字
也
鷹
の
子
を
立
心

と
思
ふ
時
母
鷹
巣
の
上
に
夕
日
朝
日
な
ど
の
さ
し
た
る

に
羽
を
つ
か
ひ
て
子
に
見
す
れ
ば
子
立
ん
と
と
ふ
心
出

来
て
次
日
立
也
さ
れ
は（

朱
）翌ヨ
ク

日シ
ツ

と
ハ
羽
を
立
る
日
と
書

候
也（

朱
）習ナ
ラ
ウと

云
字
も
同
前
の
物
語
有
と
也

一　

袖
の
た
ぬ
き
と
い
ふ
ハ
大
鷹
い
ぢ
わ
ろ
く
し
て
ゆ
か
け
の
」
八
オ

た
を
ゝ
い
の
は
づ
を
を
取
く
い
な
ど
す
る
時
手
を
少
袖
の

う
ち
へ
引
入
て
平ス

ユ
ルを

云
也
又
た
を
ゝ
い
の
は
づ
れ
あ
ま
り
に

出
れ
ば
ひ
き
よ
う
な
る
故
引
入
て
す
ゆ
る
を
も
云
也

一　

犬
の
さ
ば
き
と
云
ハ
は
ず
ハ
の
事
也（

朱
）一ヒ
ト

ひヒ

ろロ

片
す
き
也
同

遣
縄
と
云
ハ
苧
に
て
な
い
た
る
を
云
一
丈
三
尺
也
三
く
り
に
し
て

浅
黄
ニ
□
ル

す
り
の
た
な
ハ
口
傳
す
な
し

一　

犬
木
づ
な
二
尺
五
寸　
な
り
き
ハ
犬
い
た
む
也

一　

大
鷹
を
書
に
だ
い
と
ば
か
り
書
候
時
ハ
䑓タ

イ

の
字
能
候
也

女
鳥
な
る
故
也（

朱
）御ミ

䑓タ
イ

の
た
い
也
此
字
可
然
候

一　

あ
が
け
と
申
候
ハ
若
鷹
を
あ
み
に
て
取
た
る
を
云
も
ち

に
て
取
た
り
共
あ
が
け
と
申
也
山
が
へ
り
ハ
細
に
て
と
り
」
八
ウ

た
れ
ば
と
て
あ
が
け
と
ハ
申
す
ま
し
く
候
て
山
が
へ
り
返
に
て
候
若ワ

カ

鷹
を
冬
取
た
ら
ん
ハ
野
ざ
れ
に
て
候
巣
を
出
候
刻
ハ

す
ま
ハ
り
た
る
ま
し
鷹

（
朱
）

經
に
書
し
る
し
是
も
口
傳
な
く
候
へ

は
事
た
か
い
な
る
事
の
み
に
て
候

一　

子
飼
の
若
鷹
ハ
巣
鷹
と
可
申
只
若
鷹
と
ハ
云
ま
し
く
候

　
　
　

世
の
中
ハ
へ
し
り
こ
た
れ
ぬ
箸
鷹
の
え
そ
引
き
ら
ぬ
心
よ
ハ
さ
に

　
　
　

百
度
の
日
次
の
贄
を
か
け
ん
と
て
片
野
禁
野
に
狩
声
の
ス
ル

　
　
　

 

は
う
鳥
も
つ
か
れ
も
立
ル
犬
飼
の
う
ち
か
い
袋
か
ろ
く
見
え
け
り

　
　
　
　
ノ
ソ
ク
也

　
　
　
　
カ
リ
ノ
ヘ
ヲ
也　
　

隼
也　
　

ハ
ヤ
キ
鷹
也　

ハ
マ
リ
ア
カ
リ
也

　
　

 

の
そ
か
へ
て
は
や
の
は
た
か
を
は
な
ち
や
り
い
と
り
か
あ
か
る
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か

一　

犬
や
り
声
の
事
よ
う
は
う
鳥
と
や
り
候
つ
か
れ
ハ
よ
う

つ
か
れ
と
是
ハ
な
が
く
や
り
声
申
し
げ
く
ハ
声
す
ま
じ
く
候
」
九
オ

一　

隼
に
と
を
る
羽
と
云
ハ
風
に
ふ
か
れ
て
と
ま
り
え
ぬ
を
云

と
を
る
風
共
云
風
な
が
れ
共
云

一　

鷹
狩
に
せ
こ
と
申
候
ハ
犬
飼
に
て
い
な
く
て
杖
を
持
に
て

犬
飼
の
緒
よ
り
狩
を
申
候
つ
か
れ
な
ど
の
時
も
た
て
ま
ハ

し
て
鳥
を
ぬ
す
だ
ゝ
せ
ぬ
様
に
は
し
ら
せ
ぬ
や
う
に
仕
候
か

せ
こ
の
役
に
て
候（

朱
）公ク

方ハ
ウ

様
の
御
狩
御
犬
か
い
衆
ハ
随
分
衆
め
さ
れ
候

一　

う
づ
ら
の
つ
か
れ
を
ば
を
ち
と
申
が
能
候
大
鷹
仕
候
時
ハ

つ
か
れ
と
申
能
候
雉
な
ど
ハ
ふ
み
た
て
又
一
度
立
候
を

バ
を
ち
共
申

一　

つ
か
れ
む
か
ひ
と
云
ハ
鷹
を
合
候
鷹
狩
犬
飼
な
ど
い
ま

た
行
候
ハ
ぬ
う
ち
に
草
取
立
て
取
を
云
候
」
九
ウ

一　

七
峯
の
鈴
と
申
ハ（

朱
）鳩ハ
ト

屋ヤ

に
さ
し
た
る
鈴
の
事
也
交マ

シ

野
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信
濃
国
也

よ
り
八
重
羽
墅
に
飛
鳥
を
取
し
鷹
也
次
鷹
と
云
も

其
時
よ
り
は
じ
ま
り
た
る
也
鷹
を
合
て
鷹
鳥
を
追

切
候
時
又
そ
こ
よ
り
別
の
鷹
を
合
次
つ
か
ひ
候
を
申
候

一　

あ
し
鷹
山
の
明
神
と
ハ
諏
方
の
明
神
の
事
也

一　

若
鷹
ニ

片
か
へ
り
の
毛
あ
る
を
は
す
ま
ハ
り
の
毛
と
申
候

又
餌
か
け
の
毛
共
申
候
逸
物
の
さ
う
也
秘
事
也

一　

さ
か
る
と
云
事
鷹
に
き
ら
ふ
詞
に
て
と
立
な
が
ら
い
ハ
で

か
な
ハ
ぬ
事
ハ
く
る
し
か
ら
す
鷹

（
朱
）

經
に
も
き
が
る
と
云
詞コ

ト
バ

多ヲ
ヽ
ク

書
た
り
く
る
し
か
ら
す

一　

七シ
チ

鳥
の
内
チ

七
良
鳥
を
ハ
木
の
下
と
名
付
ク

時
鳥
ノ

事
也
」
一
〇
オ

一　

頭
ハ
ま
ん
〳
〵
と
し
て
と
ハ
あ
れ
た
る
事
也

一　

そ
う
わ
う
と
ハ　

ま
か
ぐ
し
の
事
也

一　

白
ヒ
ャ
ツ

毫カ
ウ

の
月
あ
き
ら
か
に
と
ハ　

目
の
う
し
ろ
の
事
也

一　

三
四
の
毛
と
ハ　

か
た
の
毛
な
り

一　

し
つ
り
の
骨
と
ハ
くク

も
で
の
き
ハ
の
四
方ハ

ウ
ニ

山
か
る
候
処
也
又
ひ
ぢ
ヲ
云

ト
云
一
致
有

一　

鷹
を
こ
の
ま
ん
に
ハ
鴫
さ
ら
の
鷹
を
こ
の
め
に
あ
り　

餌
ご
い
の
事
也

一　

乙
女
鷹
と
ハ　

去
年
の
若
鷹
ヲ

此
春
取
を
云
さ
ほ
ひ
め
鷹

と
云
も
同

一　

そ
ば
見
鷹
と
ハ　

何
と
候
ら
ん
狩
場
な
り
に
て
鷹
き
け
ん
ヲ

そ
ん

さ
し
む
き
わ
ろ
き
を
云
む
つ
け
た
る
を
も
云
也

一　

た
も
ろ
き
と
ハ
鷹
の
拳コ

フ
シに

た
ま
ら
ぬ
を
云
し
げ
く
と
は
ふ
事
也

　
　
　
　
　
　
　

一　

と
ふ
さ
の
鳥
と
ハ
鷹

（
朱
）

經
に
ハ
飛
つ
れ
て
鳥
を
取
を
い
ふ
と
」
一
〇
ウ

あ
り
口
傳
に
ハ
ぬ
く
め
鳥
の
事
を
云
也

　
　
　

は
し
鷹
の（

朱
）拳コ
フ
シの
内
の
ぬ
く
め
鳥
忍
ヲ
し
ら
ぬ
ハ
人
ハ
人
か
は

一　

鳥

（
朱
）

ノ

か
た
鷂
と
ハ
鳥
の
あ
と
を
云
と
ざ
く
り
同
馬
の
さ
く
り
ニ

同

一　

乱
ミ
タ
レ

取ト
リ

の
た
か
と
ハ（

朱
）雁カ
ン

な
ど
取
候
鷹
也
ざ
う
ど
り
の
事
也

一　

あ
（
朱
）

へ
ぎ（朱

）と
云
病
ハ　

い
（
朱
）

き
ひ
く
事
也

一　

天テ
ン
チ
ク竺　

波ハ
ラ
タ
イ
コ
ク

罹
堤
国　

鹿ロ
ク
ヤ
ヲ
ン

野
薗
ト
云
ハ
野
也
其
処
に
て
当

社
明
神
御
狩
そ
し
始
た
る
処
也（

朱
）さ
う
し
や
う
国
の
王
ハ（

朱
）宮

山
の
麓

フ
モ
ト

大（
朱
）善

道
ト
云
処
ヲ
狩
し
給
ふ
さ
れ
は
鷹
山

共
鷹
野
共
又
野
を
つ
か
ふ
共
山
を
つ
か
ふ
共
云
へ
し

一　

鷹
の
鳥
を
肴
に
出
す
時
ハ
時
節
に
随
ひ
□

（
四
カ
）季

を

す
べ
し
春
ハ
柳
桜
な
ど
を
し
く
べ
し
秋
冬
ハ
楓
松
」
一
一
オ

柞ハ
ヽ
ソな

ど
を
敷
へ
し
小
鷹
の
う
づ
ら
ひ
ば
り
な
ら
ば
荻
萩
な

と
の
葉
を
敷
べ
し
さ
て
ハ
鷹
の
鳥
と
心
得
賞シ

ャ
ウ

翫ク
ワ
ンあ

る
べ
し
猶
々
ゑ
し
や
く
あ
る
へ
し
三
方
な
ど
の
ご
と
く
な
る
物
に

入
（
朱
）

て
出
す
也
何
に
入
て
出
し
た
り
共
賞
翫
ハ
同
前
也（

朱
）土カ
ハ

器ラ
ケ

な
ど
に
入
て
も
同
前
也

一　

取
飼
鳥
を
本
に
し
や
う
く
わ
ん
有
へ
し
座
ニ

か
け
候
共
く
い

せ
鳥
ヲ
上カ

ミ
ニ

懸
候

一　

鳥
を
へ
ぎ
に
す
へ
候
事
凡
如　
レ

此
頸

の
か
た
置
人
の
方
へ
な
す
べ
し　
　
　
　
　
【
図
】

板
目
横
に
成
べ
し
へ
ぎ
お
し
き
本
也
鷹
の
鳥
ハ
一
ツ

い

れ
候
事
本
儀
也
二
ツ
入
候
ハ
ヽ
へ
ぎ
も
ほ
ど
定
ル
也
」
一
一
ウ

頭
ハ
く
い
口
の
か
た
の
羽
が
い
に
入
也（

朱
）鴨カ
モ

雁カ
ン

ま
て
ハ
如　
レ

此
也

か
け
た
る
鳥
ハ
枝
に
い
れ
ぬ
物
に
て
候
そ
き
候
て
入
ル
物
に
て
候

山（
朱
）のモ田

の（
朱
）物モ同

前

一　

小
鷹
の
取
候
鶉ウ

ツ
ラ

雲ヒ
ハ
リ雀

な
ど
を
付
候
荻
萩
を
ハ
鳥ト

柴シ
ハ

と
ハ
申
す
ま
し
く
候
木
に
付
た
る
雉
ば
か
り
の
事

に
て
候
鶉
雲
雀
な
ど
ハ
竹
に（

朱
）付ル草

に
付
（
朱
）
シ

も
な
が
く
始

に
て
候

一　

う
つ
ら
竹
に
は
さ
み
候
時
ハ
女
鳥
を
は
右
の
羽
を
な

か
く
出
候
男
鳥
ハ
左
の
羽
を
長
く
出
し
は
さ
み
候

一　

年
末
の
日
ハ
何
事
に
付
て
も
鷹
の
事
に
ハ
墅
嫌
申
候

一　

小
鳥
を
草
に
て
か
く
る
と
ハ
草
の
葉
な
と
に
て
ハ
な
し

み
づ
ひ
き
ほ
ど
な
る
か
づ
ら
に
て
か
け
候（

朱
）藤フ
チ

其
外
ほ
そ
き
」
一
二
オ

か
づ
ら
に
て
荻
萩
に
か
け
候
を
申
候
み
づ
ひ
き
に
て
も
か
け
申
候

一　

大
鷹
の
餌
袋
に
ハ
雉
の
男
鳥
本
也（

朱
）ニハ

女
鳥
本
也

自
然
雉
な
く
ハ
鳥
萑
な
ど
を
も
さ
す
へ
し

一　

し
の
ぶ
の
澤
の
水
と
ハ
巣
山
の
水
也
た
ま
り
水
也
古
水

な
り
忍
の
里
の
水
共
申
候
鷹
の
一
薬
也
鷹
生
処
の
水
也

一　

西
（
朱
）

薗
寺
殿
慈

（
朱
）

遠
殿
両
家
ハ
鷹
の
御
家
也

一　

架
の
本
末
の
仕
様
ハ
座
上
に
本
を
な
す
べ
し

一　

大
小
共
に（

朱
）條ヲ
ウ

緒ヲ

の
す
へ
ハ
手
先
に
結
当
と
云
去
な
が
ら
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大
鷹
ハ
右

ハ
左
に
当
た
る
よ
き
也

一　

架
一
ツ
に
大

を
つな

ぐ
時
ハ
二
ツ

の（
朱
）間ニ当

ま
し
く
候
架

一
ツ
に
三
共
つ
な
く
事
ハ
秘
事
也
ト
云　

　

々

」
一
二
ウ

一　

鷹
を
人
に
遣
候
時
架
を
結ユ

イ

て
つ
な
□か

せ

候
事
毎
度

あ
り
其
時
ハ
架
の
た
れ
ハ
何
に
て
も
候
へ
つ
な
ぎ
様
ハ
か
ハ
ら

す
た
れ
に
ハ
む
か
ば
き
ひ
ろ
し
き
衣
類
の
事
ハ
申

に
お
よ
ば
ず
左
様
に
候
て
も
つ
な
ぎ
様
ハ
替
ま
し
く
候

ゆ
が
け
ハ
鷹
に
そ
へ
ぬ
物
に
て
候
へ
共
架
に
繫

ツ
ナ
ギ

渡
候
時

ハ
鞭
に
む
す
び
付
い
つ
も
の
ご
と
く
架
の
さ
き
ニ

懸
置
へ
し

一　

取
手
の
指
の
う
ち
に
高
き
処
の
い
ぼ
の
ご
と
く
有
を
疣

ひ
し
ぎ
と
云
惣
そ
の
指
の
う
ら
ハ
疣
う
ら
と
云
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
架
木
の
事
也

一　

架
ゆ
ひ
候
時
ハ
上
の
木
ハ
西
の
方
に
一
文
字
ニ

と
を
し
て

ゆ
ひ
候
架
衣キ

ヌ

ハ
三
ノ

幅
候
て
さ
ま
に
有
べ
し
鷹
二
三
も
つ

な
き
候
へ
ば
横
に
三
ノ

幅
な
る
へ
し
」
一
三
オ

一　

鷹
ハ
北
向
を
嫌
と
云
人
あ
り
北
向
本
儀
也
当
社
明

神
北
向
に
御
座
候
ひ

（
朱
）

し
や
も
ん
天
王
也
北
を
本
と
す

鷹
の
本
姓
と
ハ
毗

（
朱
）

汐
門
を
申
也

一　

装
束
の
時
ね
ず
緒
の
下
ニ

用
ル

鳥
く
き
ハ
と
ぐ
き
と
云
也

一　

足
革
名ナ

前
の
事

一　

鷹
に
水
吹
事
大
鷹
ハ
右
よ
り

ハ
左
よ
り
吹
也

一　

ふ
く
り
ん（

朱
）白シ
ロ

と
云
ハ
毛
一
ツ

つ
ゝ
の
ま
わ
り
白
を
云
也

一　

雪
し
ろ
と
ハ
悉シ

ツ

皆カ
イ

白
き
を
云
也

一　

鼻
毛（

朱
）白シ
ロ

と
ハ　

は
な
け
斗
白
き
を
云
也

一　

青ア
ヲ

白シ
ロ

と
云
ハ　

青
色
也
あ
を
さ
ぎ（

朱
）白シ
ロ

共
云
也

一　

つ
ま
白
と
ハ
爪
の
白
き
を
云
也
」
一
三
ウ

一　

し
ゆ（

朱
）白シ
ロ

と
ハ
眉
の
毛
白
き
を
云（

朱
）

　

大ヲ
ウ

眉マ
ユ

白シ
ロ

共
云
也

一　

胸
に
白
き
毛
の
有
を
は
鷺
毛
共
云
又
ク
ヽ
イ

毛
共
云

一　

鷹
野
に
て
ふ
ん
た
つ
と
云
ハ　

ふ
ミ
立
た
る
鳥
の
事
也

一　

た
も
と
か
る
と
云
ハ　

或
説
ニ

秩
に
い
ひ
よ
す
る
わ
ろ
し
ふ
も
と

の
事
也
田
本
と
書
也
ふ
も
と
を
か
る
を
た
も
と
か
る
と
云
也

一　

ゆ
ひ
か
け
を
は
い
き
り
が
け
と
云
山
こ
ゆ
る
と
云
ハ
足
革
の

ゆ
る
く
て
ぬ
く
る
を
云
い
き
り
が
け
の
は
づ
る
ゝ
事
に
て
ハ
な
し

一　

も
と
を
し
に
付
る
前
の
大
緒
の
く
け
革
を
ば
し
た
ぐ
け
と

云
也
寸
法
ハ
手
の
一
束
也
も
と
を
し
の
き
ハ
を
架
ま
た
げ
ト
云

一　

鞭
わ
た
り
と
云
ハ
鷹
を
座
敷
に
置
て
鞭
に
て
な
ぶ
り

こ
ぶ
し
に
も
あ
が
り
候
時
口
餌
を
く
ハ
せ
な
と
し
て
な
つ
」
一
四
オ

く
る
也
さ
い
は
ら
ひ
に
て
な
つ
く
る
も
同
前
也

一　

餌
の
事
萑
つ
ば
ろ
な
ど
も
皮
を
む
き
て
飼
事
能
候

と
や
こ
め
候
時
ハ
む
か
ず
し
て
か
い
申
候

一　

す
ん
ゑ
と
ハ
い
つ
も
の
よ
り
少
ふ
と
く
つ
く
る
を
云
也

一　

鷹
の
毛
つ
く
と
云
ハ
ほ
ゞ

（
マ
マ
）け
て
わ
ろ
き
事
也
鳥
の
毛
な
と

の
付
ほ
と
な
る
を
云
也
持
人
む
さ
く
と
持
候
へ
ば
如　
レ

此
有
也

一　

雪
の
朝
な
と
鳥
の
あ
と
を
つ
な
ぐ
を
は
と
ざ
く
り
を
つ

な
く
と
云
と
ざ
く
り
を
も
と
む
る
共
云
也

一　

か
た
塩
と
云
薬
ハ
金
を
塩
む
し
た
る
塩
よ
き
也
か
ハ
ら
け

共
に
こ
に
し
て
飼
也
又
本
に
焼
事
猶
々
秘
事
也
別
に
し

る
す
口
傳
あ
り
」
一
四
ウ

一　

肉
を
只
ひ
き
候
を
は
な
か
じ
候
と
云
也
を
の
づ
か
ら
引
た
る
事
也

一　

ぢ
や
う
す
へ
と
ハ
い
わ
ず
帯
ず
へ
と
云
也

一　

鴫シ
キ

ハ
か
し
ら
を
か
ハ
ぬ
物
也
を
の
か
し
や
く
し
と
い
ひ
て
御
賞
翫
の

物
也
包
丁
の
秘
事
也
鶉
雲
萑
以
下
の
小
鳥
ハ
頭
を
飼

又
靏
の
を
の
か
く
し
ざ
し
と
云
事
長
き
す
ね
也
是
も

包
丁
の
秘
事
也

一　

鞭
ト

ゆ
が
け
と
架
に
か
け
候
時
ハ
弟
鷹
ハ
身
よ
り
に
懸
兄
鷹

ハ
た
な
さ
き
に
懸
候
餌
袋
を
は
又
一
方
の
架
の
爪
に

さ
し
入
て
置
て
た
ぬ
き
に
同

一　

鳥
屋
と
云
ハ
こ
む
る
を
云
雀
ハ
鷹
べ
や
と
云
可
然
候
也

一　

こ
づ
ち
の
緒
ハ
ひ
ご
の
緒
と
云
長
き
能
候
尾
を
つ
か
ふ
と
云
也
」一
五
オ

一　

架
名
に
外
架
内
架
樋ヒ

ホ
コ架
と
あ
り
外
ほ
こ
ハ
外
ニ

つ
な
く
架
也
内
架
ハ
鷹
べ
や
の
架
其
外
家
の
内
の

架
迄
也
樋ヒ

架
と
云
ハ
書
御
生
の
架
也
ひ
を
つ
き
候

な
り
小
指
の
せ
い
ほ
ど
架
の
上
ど
を
り
を
長
ク
な
り
て

あ
い
革
の
あ
つ
く
や
は
ら
か
な
る
に
て
ぬ
い
く
ゝ
み
候
也
鷹
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足
氣
わ
つ
ら
ひ
候
時
足
の
う
ら
架
に
あ
た
ら
ぬ
様
の
書

生
也
又
日
に
向
て（

朱
）繫ツ
ナ
クを

も
日
ぼ
こ
と
云
也

一　

つ
み
さ
し
ば
と
ハ
大
鷹
の
心
也
さ
し
ば
の
大
な
る
を
い
ふ
也

一　

ゑ
つ
さ
い
さ
し
ば
と
ハ

の
心
也
さ
し
ば
の
ほ
そ
き
を
云
也

一　

春
さ
し
ば
と
ハ
春
き
毛
ふ
の
さ
し
は
也

　
　

 

春
の
墅
に
ま
が
へ
る
程
の
春
さ
し
ば
あ
が
ら
さ
り
せ
は
お
ち
を
見
ま
し
や
」
一
五
ウ

一　

ゑ
つ
さ
い
と
い
ふ
ハ
い
た
り
て
ほ
そ
く
た
て
に
ふ
を
き
る
也

ふ
や
こ
を
も
ま
だ
く
い
の
こ
す
ゑ
つ
さ
い
の
ど
こ
の
程
に
て
鶉
と
候
ら
ん

一　

か
た
う
つ
ら
と
ハ
一
ツ
の
事
也
是
ハ
お
ぎ
は
ぎ
に
付
候
也
は
ぎ

に
付
候
時
ハ
羽
き
ハ
を
し
ん
に
付
候
也
様
判
別
に
し
る
し

置
也

一　

鶉
あ
ま
た
の
時
ハ
竹
に
も
は
さ
ミ
た
る
が
能
候
お
ぎ
は
ぎ

な
ど
に
も
付
候
事
さ
の
ミ
あ
ま
た
ハ
い
か
ゝ
云
な
が
ら
萩
な
ど

ハ
可
然
候
鷹
の
取
候
ハ
ぬ
雲
萑
な
ど
ハ
竹
に
あ
ま
た
懸
候
事

も
あ
り
又
は
さ
み
候
事
も
候
さ
や
う
に
候
て
人
に
遣
候
が
能
候

か
け
候
物
ハ
水
引
た
り
候
へ
て
小
鷹
狩
に
ハ
水
ひ
き
を
し
て

も
た
す
る
物
に
て
候
い
と
の
や
う
な
る
か
づ
ら
に
て
も
懸
候
い
と
に
て
懸
候
ト　

申
ハ
か
づ
た
に
て
候

一　

大
鷹
の
鳥
を
か
け
候
に
ハ（

朱
）鳥ト

柴シ
ハ

に
三
懸
候
時
ハ
春
」
一
六
オ

な
ら
は
女
鳥（

朱
）一ノ枝
男
鳥
二
枝
又
女
鳥（

朱
）三ノ枝
と
懸
候
二
ツ

男
鳥
候
ハ
ゝ
二
三
の
枝
男
鳥
た
る
に
男
鳥
二
に
て
候

女
鳥
二
に
て
候
と
り
か
い
鳥
と
た
ゞ
の
鳥
と
懸
候
時
ハ
と
り
か
い

と
り
一
の
枝
た
る
に
て
候
去
な
が
ら
春（朱）ハ
女
鳥（朱）一
ノ
枝
た
る
へ
し

一　

大
し
ら（朱）ミ
小
し
ら
ミ
薬
之
事　

丁
（
朱
）

香　

黄カ
ウ

壁へ
キ（

朱
）土カ
ワ
ラ
ケ器

白
（
朱
）

粉（
朱
）硫イ
ワ
ウ黄　

右
等
分
に
合
て
鷹（

朱
）の
頭

カ
シ
ラ

頸ク
ヒ

腰コ
シ

の
上

ヲ
（
朱
）
シ
ロ
イ

も
ゝ
の
付
も
と
尾
す
け
脇
ニ

可　
レ

付
毛
を
せ
ん
時
付

べ
し
又
其
儘
鷹
な
ぶ
り
に
て
毛
を
ぬ
ら
し
よ
し
の
ほ

そ
き
に
て
吹
入
候
が
能
候
也

一　

鷹
主
鷹
な
ノ
せ
う
べ
ん
ヲ

餌
に
ひ
た
し
飼
候
き
ら
す
ハ
せ
う

　
　

べ
へ
ん
也

一　

石
上
の（

朱
）極コ
ク

水ス
井

万
病
国
と
い
ふ
山
陰
に
日
の
あ
た
ら
ぬ
」
一
六
ウ

在
所
の
石
の
上
に
た
ま
り
た
る
水
薬
也

一　

な
つ
け
薬
に
山
河
山
澤
に
あ
る
か
に
を
丸
な
が
ら
た
ゝ

き
て
餌
に
つ
ゝ
ミ
て
か
ふ
也

一　

む
さ
う
か
ん
の
事
な
つ
け
薬
い
れ
薬
に
可　
レ

飼
也
夏

と
候
秋
は
な
し
真
虵
の
肝
ヲ
か
け
ぼ
し
に
し
て
黒
焼
ニ

し
て
飼
也

一　

よ
る
と
る
澤
の
水
と
ハ
月
水
の
付
た
る
紙
也
こ
ま
か
に

き
ざ
ミ
て
餌
に
ま
せ
て
飼
也
せ
う
べ
ん
の
水
に
ひ
た

し
て
し
る
に
て
餌
を
し（

マ
マ
）ろ
し
て
も
飼
也
是
ヲ
染
紙
共

云
又
う
す
紙
共
云
也

一　

か
ら
竹
の
水
と
ハ
真マ

竹タ
ケ

の
切
か
ぶ
に
た
ま
り
た
る
水
也
諸

病ヒ
ヤ
ウに

吉
也
」
一
七
オ

一　

き
り
の
水
木
草
の
は
に
置
た
る
露
也
諸
病
ニ

吉
也

一　

き
り
つ
ほ
の
水
竹
の
切
口
の
た
ま
り
水
也

一　

こ
つ
ほ
の
水
惣
薬
也
秘
事
也

一　

は
づ
の
こ
し
ら
へ
様
紙
に
つ
ゝ
ミ
て
板
に
あ
て
へ
ら
に
て
押

候
へ
は
あ
ぶ
ら
出
候
也
能
候
あ
ぶ
ら
を
取
て
さ
て
抹
ツ

す
る
也

一　

ど
り
う
の
黒
焼
と
ハ
う
づ
ら
も
ち
の
事
也
黒
焼
ニ

す
る
也

一　

ぶ
（
朱
）

く
り
う
か
ん
と
ハ
か
ま
の
下
に
て
よ
く
焼
た
る
赤
出
也

一　

魚ウ
ヲ
ノ
メ目

養
生
の
事　

き
（
朱
）

ハ
た
の
こ　

き
わ
た
の
や
う
じ
に
て

上
を
ま
ハ
し
候
へ
は
則
ぬ
く
る
也
其
説
に
き

（
朱
）

わ
た
の
こ
ヲ

入
候
へ
は
や
か
て
直
る
也

一　

百
草
五
月
五
日
ニ

百
草
取
て
焼
か
ま
の
す
ミ
を
も
用
」
一
七
ウ

一　

し
ん
ふ
ん
き
や
う
と
ハ
厚
朴
の
事
也

一　

ひ
る
も
草
田
さ
ハ
な
ど
に
あ
る
ひ
る
む
し
た
つ
の
事

一　

ほ
し
こ
と
ハ　

い
り
こ
の
事
也
な
ま
こ
に
て
す
る
也

一　

山
ま
め
も
野
ま
め
も
飼
也

一　

だ

（
朱
）

ん
じ
と
ハ
す
い
は
ら
の
事
也
鷹
ニ

霧
上
一
の
薬
也

一　

鶏
ニ
ハ
ト
リの

い
が
き
ざ
か
と
ハ
か
ふ
と
の
事
也

一　

鷹
を
く
声
の
事
大
鷹
ハ
お
う
〳
〵
と
喚
也
小
鷹
ハ
ほ
う
〳
〵

と
喚
也
隼
ハ
ゑ
い
〳
〵
と
を
く
也
さ
し
ば
ハ
け
う
〳
〵
と
喚
也

一　

爪
の
ぬ
け
た
る
に
ハ
ど
り
う
の
霜
を
付
候
水
に
て
ぬ
ら
し
て

付
候

一（
朱
）

　

夏ナ
ツ

角ツ
ノ

と
ハ
ふ
く
ろ
角
の
事
也
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一　

 

な
ま
り
と（

朱
）ハ

銀
シ
ロ
カ
ネを

吹
な
ま
ら
か
し
せ
ん
く
づ
の
ご
と
く
細
シ
テ
飼
也
」

一
八
オ

一　

尾
の
い
き
と
ハ
尾
の
く
き
の
事
也

一　

露
草
と
ハ
う
つ
し
の
事
也
は
な
が
ら
共
云
草
の
事
也

一　

赤
い
ば
ら
と
ハ
こ
ま
か
な
る
実ミ

の
な
る
い
ど（

マ
マ
）ろ
也

一　

羽
か
き
鷹
と
ハ
羽
の
ふ
し
の
ち
が
ひ
た
る
を
い
ふ
也

一　

ひ
ぼ
ね
と
ハ
胸
よ
り
く
た
り
け
る
骨
の
く
そ
袋
の
さ
か
い
を
云

一　

く
そ
袋
の
間
を
身
な
し
腹
と
い
ふ

一　
 

く
る
み
も
ゝ
の
木
の
や
う
し
を
ハ
く
る
み
の
木
桃
木
の
は
し
に
て
炙
ス
ル
也

一　

松
ほ
と
云
ハ
伏
苓
の
事
也

一　

あ
さ
ノ
を
と
ハ
萑
か
く
れ
の
ひ
か
げ
ぼ
し
に
し
て
用

一　

子
も
ち
む
し
ろ
と
ハ
子
も
ち
の
せ
う
へ
ん
の
か
ち
た
る
蓬
事
也

一　

か
ら
す
う
り
の
ね
と
ハ
く
わ
つ
る
こ
ん
の
事
也
」
一
八
ウ

一　

ね
こ
の
霜　

黒
ね
こ
よ
し

一　

た
け
り
と
ハ
春
子
を
生
時
分
せ
骨
ニ

子
の
様
な
る
物
あ
り

一　

ろ
く
ぜ
う　

鹿
の
角
の
事
也

一　

あ
せ
ぼ
と
ハ　

よ
な
は
な
の
事
也
犬
の
こ
せ
に
も
能
也

一　

大
ざ
い
は
い
飼
と
ハ
さ
い
へ
い
の
ご
と
く
切
か
け
〳
〵
し
た
る
餌
の

事
也
取
分
隼
に
よ
し

一　

く
た
り
け
と
ハ
肉
を
た
ゞ
び
き
に
引
を
い
ふ
也

一　

き
り
か
ふ
と
ハ
犬
飼
を
筋
あ
ぶ
ら
共
に
身
に
つ
く
り
そ
へ
て

飼
を
云
也

一（
朱
）

　

栗リ
ツ
ス鼠
の
か
し
ら
の
だ
い
に
ハ
い
た
ち
の
頭
を
用
へ
し

一　

二
か
ら
げ
ば
か
り
と
云
ハ
大
豆
二
斗
な
り
」
一
九
オ

一　

や
う
ば
い
と
ハ
山
も
ゝ
の
事
也

一　

ま
わ
た
と
ハ
目
の
う
ち
に
白
き
か
ハ
の
ミ
ゆ
る
を
云
也

一　

ま
わ
り
の
羽
と
ハ
か
た
の
ま
ハ
り
の
毛
ヲ
云

一　

く
わ
ど
ん
草
と
ハ
か
ら
す
う
り
の
事
也

一　

七
千
余
の
毛
と
ハ
惣
の
毛
の
事
也

一　

ぶ
く
し
ん
と
ハ
荏
苓
の
中
ヲ
草
の
生
と
を
り
た
る
を
云

一　

ほ
う
そ
の
木
と
ハ
こ
ヽ
そ
の
木
の
事
也
な
ら
の
木
共
云

は
さ
こ
共
云

一　

目
に
く
い
の
立
た
る
薬

ク
ス
リ

山
立
花
の
落
葉
を
そ
と
む
し
て

葉
の
ご
と
く
少
あ
ぶ
り
て
う
す
に
て
引
て
か
う
が
い
の
み
ゝ

餌
ニ

二
ツ
は
か
り
つ
ゝ
ミ
て
飼
べ
し
目
ニ

入
候
に
ハ
葉
を
霜
し
て

か
ミ
の
あ
ぶ
ら
に
て
入
候
小
児
の
の
ミ
候
乳チ

を
も
あ
ぶ
ら
」
一
九
ウ

に
お
き
ま
ぜ
て
餌
に
入
候
い
づ
く
に
く
い
立
候
共
彼
霜

を
あ
ぶ
ら
に
て
と
き
入
候
へ
は
や
か
て
〳
〵
ぬ
く
る
也
土
龍

の
霜
も
能
候

一　

か
ら
む
し
と
ハ
山（

朱
）をソ
共
云の

事
也
其
根
に
や
ハ
ら
か
な
る
処

あ
る
な
り
其
を
そ
く
い
の
ご
と
く
押
也

一　

鷹
靏
に
ふ
ま
れ
た
る
時（

朱
）病ヤ
ム

に
土
龍
の
霜
水
に
て
と

き
付
に
候
て
内
に
ハ
蓬
の
み
ど
り
を
も
ミ
た
る
に
て
萑

の
身
を
そ
く
ひ
の
や
う
に
を
し
て
そ
れ
を
餌
に
つ
ゝ
ミ
て

か
ふ
べ
し
又
蓬
を
も
も
ミ
て
其
し
る
を
茶
碗
に（

朱
）入レ

候
て
し
ば
し
置
候
へ
は
と
き
候
を
竹
の
へ
ら
に
て（

朱
）落シ

候
て
か
う
事
も
候
」
二
〇
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菟
見
口
傳

一　

あ
け
び
づ
る
の
事
皮
を
こ
そ
げ
て
粉
に
し
て
皮
薬
ヲ

等
分
に
あ
ハ
せ
て
飼
へ
し
あ
ハ
せ
薬
本
書
に
あ
り

一　

飛
あ
い
ぎ
と
ハ
飛
て
い
き
ひ
く
事
也
あ
へ
き
と
斗
モ
申

い
き
引
事
也　

一　

お
ほ
こ
の
か
ら
く
そ
と
ハ　

か
い
こ
の
く
そ
な
り

一　

は
し
ぶ
と
の
鳥
の
霜
も
夏
ハ
わ
ろ
し
秋
冬
春
よ
し

一　

か
わ
ほ
ね
と
ハ
黄
な
る
花
の
さ
く
水
草
也

一　

山
鳥
の
事
当
社
御
き
ら
ひ
候
故
鷹
に
ハ
と
ら
せ
候
へ
共

諏
方
の
家
内
に
ハ
い
れ
ず
候

一　

小
鷹
に
か
し
は
ミ
と
云
ハ
か
し
鳥
を
取
候
て
足
な
と
く
は
れ
た
る
ヲ
云

一　

む
し
の
小
じ
ら
ミ
の
事
わ
く
も
と
も
云

一　

ど
う
け
の
薬
の
事
架
の
木
に
せ
き
し
や
う
を
切
ま
ぜ
」
二
〇
ウ

て
と
う
ふ
ん
に
し
て
煎
飼
へ
し
餌
な
ど
く
い
候
ハ
ね
は

と
て
飼
候
へ
は
軈
て
よ
く
候
秘
事
也

一　

あ
て
餌
と
い
ふ
ハ
野
な
ど
に
仕
候
す
る
と
思
る
ゝ
二
日

前
に
い
か
に
も
い
つ
も
の
ご
と
く
餌
を
つ
く
り
あ
ら
ひ
候
て
大

餌
に
か
ひ
候
て
な
か
つ
か
い
候
す
る
と
思
ひ
候
ハ
ん
す
る
今
日

餌
を
つ
く
り
湯
の
か
ん
を
ち
と
あ
つ
く
手
ひ
き
が
ん
に
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仕
候
て
餌
に
入
候
へ
は
餌
の
血
う
き
候
ト
き（

□は

□し

にカ

候）

て
ふ
り

す
ゝ
ぎ
〳
〵
取
あ
げ
候
て
し
ぼ
り
候
て
か
ふ
也
最
上
の

秘
事
也

一　

鳫
の
鷹
に
つ
か
ミ
つ
き
候
時
ハ
か
ら
す
の
ひ
ぢ
の
ふ
し

を
つ
よ
く
ひ
ね
れ
は
指
を
の
へ
候
秘
事
也
」
二
一
オ

一　

外
架
に
鷹
を
つ
な
ぎ
候
時
ハ
先
鷹
を
つ
な
ぎ
其

次
に
ゆ
が
け
を
ぬ
ぎ
鞭
に
ゆ
ひ
付
鞭
置
架
の
前
の

方
に
成
候
や
う
に
架
に
か
け
候
さ
て
餌
袋
を
と
き

架
さ
き
に
か
け
候
（
朱
）さ
し
た
る
も
よ
し

一　

鷹
つ
な
ぐ
ふ
し
数
大
鷹
ハ
五
節

と
小
鷹
ハ
三
節

に
て
候

一　

鷹
の
身
を
何
て
に
も
か
き
や
ぶ
り
た
る
時
ぶ
く
り
う
か
ん

を
水
に
て
と
き
て
付
へ
し
内
に
も
飼
也
餌
も
ち

な
と
自
然
破
れ
た
る
に
ハ
か
ら
い
と
に
て
ぬ
い
候
て
此
薬
ヲ

付
へ
し
土
龍
の
霜
も
よ
し
靏
鷺
に
つ
か
れ
ふ

ま
れ
た
る
に
も
是
を
用
最
上
の
秘
事
也

一　

し
ぎ
の
飼
様
候
事
羽
の
左
う
ら
を
飼
事
先
ハ
本
也
」
二
一
ウ

又
は
し
を
あ
け
口
の
な
か
よ
り
な
う
を
飼
也
是
ハ
秘
事
也

無
余
儀
取
か
い
度
い
か
や
う
に
か
う
へ
し

一　

鷹
の
足
革
に
ハ
な
ま
げ
し
を
す
り
て
い
づ
ミ
ず
に
て

付
候
又
く
ま
の
い
を
水
に
出
し
候
へ
は
昔
へ
に
出
候
そ
れ
を

何
に
て
も
よ
く
候

　
　
　
　
（
朱
）明
應
五
年
丙　

　

辰

壬
二
月
吉
日　

前
（
朱
）

信
濃
守
神（

朱
）貞
通

　
　
　
　
　
　
（
朱
）其
預
安
藝
守
鑑
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
名
鉄（

朱
）叟
道
牛
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
朱
）同
藤
吉
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
朱
）統
綱
（
花
押
）」
二
二
オ

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
、
課
題
番
号24520247

、
研
究
代
表
者 

中
本
大
、

研
究
課
題
「
放
鷹
文
化
と
鷹
書
類
の
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
長
野
県
短
期
大
学　

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 　

日
本
語
日
本
文
化
専
攻
）

（
〒
３
８
０―

８
５
２
５　

長
野
県
長
野
市
三
輪
８―

４
９―

７
）


